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1）　会社概要

　（1）　事業者名及び代表者名
・株式会社コーケン社
・代表取締役　　奥村洋平

　（2）　所在地及び連絡先
・本社工場　　〒507-0801　　岐阜県多治見市東町　1-1-1
　　　　　　　TEL　0572-23-6717　　　FAX　0572-23-6571
・土岐工場　　〒509-5122　　岐阜県土岐市土岐津町土岐口字大洞　1336-1
　　　　　　　TEL　0572-53-3277　　　FAX　0572-53-3278

　（3）　環境管理責任者及び連絡先
・林　孝正

　（4）　事業内容
自動車用酸素センサ・航空機用プラグの金属部品、その他金属部品等の製造

　（5）　事業規模
・売上高　　　　　43,784万円　（2022年度）
・製品名　　　　　自動車用酸素センサ・航空機用プラグの金属部品、
　　　　　　　　　その他金属部品
・従業員数　　　　44人　（2023年3月20日現在）
・工場床面積　　　　本社工場　1,759㎡　　　土岐工場　1,560㎡
・土地面積　　　　　本社工場　4,058㎡　　　土岐工場　4,663㎡

　（6）　事業年度
4月　～　3月

2）　認証・登録の対象範囲

　　当社の全組織、全活動を対象とします。

3）　環境基本理念

　　我社は、金属加工業を主体とする企業活動に於いて地球環境を守り、社会と共存する
　　企業として環境にやさしい工場の実現を通じて、無駄のない物づくりに努力し、
　　地球環境、地域社会との共存を果たし、会社の継続的発展を目指します。

4）　環境経営方針

　　1.　企業活動が環境に与える影響を的確に把握し、環境目的・目標を設定し、
　　　又定期的に見直し、継続的な改善を図り、環境保全に取組みます。
　　2.　環境保全に関連する法律・条例・協定及び同意した、その他の要求事項
　　　を遵守します。
　　3.　環境重点テーマ
　　ａ）　省エネルギーを推進します。
　　ｂ）　環境に配慮した工法の精密冷間鍛造を推進し環境負荷低減を図ります。
    ｃ）　資源の有効活用を図るため、廃棄物の削減あるいはリサイクルの推進及び
　　　　　総排出量（水使用量）の削減を推進します。
　　ｄ）　地域社会の環境に配慮します。
　　ｅ）　不良削減を推進します。
　　4.　この環境方針達成のため、全従業員への方針の周知、環境教育を実施し、
　　　　環境保全に関する意識向上を図ります。

制定日　2001年3月21日
改定日　2018年3月21日

(株)コーケン社
代表取締役　奥村洋平
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5）　加工技術

　一つ一つの部品が組み合わさって成り立つ工業製品、それが高度になればなるほど、
部品精度はより高いものを求められます。

　当社では、『精密冷間鍛造』という工法で、従来の加工技術では困難な加工比率の高い
難削材の加工に取り組んでいます。
さらに、この工法は産業廃棄物をほとんど出さないメリットがあり、地球環境への悪影響
を与えません。

　　冷間鍛造の加工工程（一例）

精密冷間鍛造とは・・・

　進歩する技術世界の中において、未だに切削加工の技術に頼っていませんか？
当社では、塑性変形を利用した『精密冷間鍛造』の技術に力を注いて参りました。
これは、金属素材を常温にて塑性加工を施す方法です。

　加工方法には、冷間鍛造・温間・熱間鍛造があります。
既存の加工方法の加熱加工と比べ『精密冷間鍛造』が優れている点は、常温での塑性
のため、温度変化の少ない精密かつ強靭な組織の部品を供給することができます。
美しい表面や寸法のバラつきのほとんどない部品が、少ない加工工程の中で造られる
ので、切削などの後工程を最小限に抑えることができます。そのために加工時間が
大幅に短縮し、なおかつ精度の高い部品の鍛造が可能です。

　これらの利点により、良好な部品がコスト負担を大きくカットしたうえで量産できる
ようになったのです。また、『精密冷間鍛造』では、全切削加工に比べると産業廃棄物
の排出を最小限に抑えることが可能です。
これはエコロジー精神に沿った工業手法であると自信を持ってお薦めできる技術です。

6）　環境負荷、環境経営目標とその実績

　（1）　環境経営目標

　　・環境負荷低減を目的として、2022年度実績を基準に2023年度から3年間を目標の
　　　推移観察期間として削減目標を定める。二酸化炭素の排出量・廃棄物・総排出量
　　　においては2022年度実績に対し一年間で1％、三年間で3％の削減目標を定める。

　　・不良削減における選別・修正費、廃却費においては基準年比5％の削減を目標とし
　　　て定める。

　（2）　環境経営目標とその実績
（2019年度に対する2022年度の目標数値における実績と比率）

　　・環境経営方針に基づき、『2022年度環境目的、環境目標』を掲げ、具体的に
　　　実施事項・個別目標を『環境改善実施計画書＆実績表』で定めて取組んだ、
　　　2022年度実績と目標数値との比率結果を下記にまとめました。
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＊原単位　＝　二酸化炭素排出量（kg-CO2）/付加価値額（百万円）

　（3）　過去3年間の環境への負荷の推移

2020年 2021年 2022年
####### ####### #######
2,693 2,057 2,135

(㎥)

2020年 2021年 2022年
938 482 474
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わが社のSDGsへの
取組み

環境経営目標 単位
基準年度

（2019）実績
2022年度

実績
実績比率

目標
(基準年度

比）
評価

電力(高圧）使用量
の削減

ｋｗh 757,675 539,720 71% 2%削減 〇

電力(低圧）使用量
の削減

ｋｗh 927 578 62% 2%削減 〇

液化石油ガス（LPG）
の削減

ｋｇ 83 65 78% 2%削減 〇

化石燃料使用量の削
減

Ｌ 10,619 11,388 107% 2%削減 ✕

2022年度売上
438百万円

原単位当りの二酸化
炭素排出量の削減

kｇ－ｃｏ2/
百万円

942 1,118 119% 2%削減 ✕

　廃棄物
可燃･不燃ごみ
の削減(産廃含む）

ｋｇ 2,743 2,135 78% 2%削減 〇

　総排水量 水使用量の削減 ㎥ 702 474 69% 2%削減 〇

選別・修正費用
の削減

％ 100 151 151% 30%削減 ✕

廃却費の削減 ％ 100 122 122% 30%削減 ✕

　環境保全活動 工場周辺の美化活動 回
年３回

実施済み
年３回

実施済み
年３回 〇

　不良の削減

　二酸化炭素排出量

＊購入電力排出係数は
2019年度実績
関西電力　0.340
中部電力　0.431 　を使用

(kg-CO2) (kg)

(㎥)



7）　環境経営推進組織

　（1）　実施体制図

　（2）　役割、責任、権限

・環境経営に関する総括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、
　時間等の準備
・環境管理責任者の任命
・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知
・環境経営目標、環境経営活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営活動レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめを承認
・環境経営目標、環境経営活動計画書を確認
・環境経営活動の取組み結果を代表者へ報告
・環境経営活動レポートの確認
・監査結果及び是正措置等を代表者へ報告
・環境管理責任者の補佐、EA21の推進
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの
　自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等の取りまとめ表の作成
・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営活動レポートの作成、公開
・改善が必要な事項に対する是正指導及び改善の確認
・環境委員会の運営
・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施、報告
・EA21活動の実施
・実施状況を確認し、環境事務局へ提出
・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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内部監査員

部門長

全従業員

EA21代表者
（奥村　洋平）

環境管理責任者
（林　孝正）

環境事務局
（安藤　みゆき）

EA21代表者

環境管理責任者

本社工場 土岐工場

内部監査員

環境管理事務局



8）　主要な環境活動計画の内容

・休憩時間の消灯
・各設備の非稼働時消灯
・休憩時間の電源OFF
・FAXは常時節電モード
・工場内照明のLED化推進
・空調の設定温度
　（夏）28°C以上　（冬）20°C以下
・フィルターの清掃を1回/月実施
・夏場は窓に日除け対策をする
・冬場は燃焼効率の良い灯油ストーブを
　優先的に使用する
・ドア、シャッターは開きっ放しにしない
・点検チェックシートによるエアー漏れ箇所
　のチェックと漏れ箇所の修理と維持管理
・品質改善活動で機械稼働率の向上
・不良品、修正品、廃却品を減らす
・運搬用自動車の効率的な運用
・停車時はアイドリングストップの推進
・ボイラー、石油ストーブ用の灯油節約
・エコドライブの実践
　急ブレーキ、急発進をしない
・用紙、紙小物等は紙資源リサイクルとして
　回収する
・油漏れを減らし、処理用おが粉を減らす
・社員の持ち込みゴミの持ち帰り促進
・洗浄用灯油をろ過回収して再利用する
・有価物としての再利用
・裏紙使用、両面コピーの実施
・ミスコピーを減らす
・電子化を進めてペーパーレス化を図る
・作業要領の見直し、切削屑を減らす
・不良品、落下品、段取品を減らす
・手洗い時は水を出しっ放しにしない
・水道配管からの漏水を定期的に点検する
・バレル作業時の節水
・トイレの水量の節約、食器洗い時の節水
・品質改善活動で不良品、修正品、
　廃却品を減らす
・工場内の「整理・整頓・清掃」で
　不良を減らす＝TPM
・年3回、周辺地域の清掃活動を実施
・毎月1～2回程度、屋外の清掃

・環境にやさしい精密冷間鍛造を積極的に
　営業活動をし、新規受注を獲得する
・合理化を図り、自動化を推進する
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新規受注の獲得
自動化の推進、提案実施

新規取組み

品質改善活動への取組み
3S活動の強化

不良の削減

工場全体の環境の見直し
地域社会への環境活動
（ゴミ拾い、草刈り等）

地域社会の環境
に配慮する

紙資源の節約

工程改善で切削屑、
製品の廃却を減らす

廃棄物排出量
の削減

水の効率的利用
（節水）

総排水量
の削減

化石燃料の削減

二酸化炭素
排出量の削減

可燃ごみを減らす

廃油を減らす

活動内容

照明、OA機器の節電

空調設備の節電

コンプレッサーのエアー
漏れ箇所のチェック
生産性の向上

項目 主要な実施事項



2022年10月18日　　防災訓練

2022年10月18日　　環境上の緊急事態訓練

2022年3月16日　　第46回　地域清掃
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9）　環境関連法規の遵守、違反、訴訟等の有無

　該当法規制リスト　（定期確認実施日　2023年6月5日）

　＊法規制リストにより、遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反は
　　ありませんでした。また、関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありません。
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評価結果

・少量危険物貯蔵取扱所

・電力使用機器全般

・再商品化に必要な料金の支払い

・定められた業者への廃棄依頼

・関連法令の遵守及び定期的な見直

・パソコン ・再生資源利用の促進

小形家電リサイクル法

資源有効利用促進法

労働安全衛生法

再生可能エネルギー特別措置法

フロン排出抑制法

グリーン購入法

水質汚濁防止法

騒音規制法

振動規制法

消防法

廃棄物処理法

家電リサイクル法

特定工場における
公害防止組織法

・浄化槽 ・保守点検　本社-4回　土岐-3回　/　年

法令等の名称 適用される要求事項 適用される施設・項目 関連条例による規制

○・保守点検、清掃、記録の保管（3年間） 　　（本社・土岐） ・清掃　　　　本社-2回　土岐-2回　/　年

・定期水質検査 ・定期水質検査　本社-1回　土岐-1回　/　年

浄化槽法

・設置又は構造、規模の変更

・特定工場において「騒音・振動関係 ・公害防止管理者等の選任届出等

○
　　（本社・土岐） 　概要の届出

・貯油施設等の事故の報告 ・油倉庫 ・事故の状況及びこうじた措置の

○　公害防止管理者」を公害防止統括

　者に選任・解任の届出を提出 　　（本社）

・プレス機 規制基準

朝　　（6～8）　６０dB

　及び送風機 昼間　（8～19）　６５dB

・鍛造機１トン以上
機械ﾌﾚ゚ｽ100重量ﾄﾝ以上

○

　事業所は規制基準を遵守 ・空気圧縮機 第３種区域

・特定設置届の届出 　(ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ）

・特定工場、特定施設を設置している

・冷凍機（ｴｱｺﾝ） 夕　（19～13）　６０dB

　　（本社) 夜間　（23～6）　５０dB

・空気圧縮機 規制基準

昼間　（8～19）　６５dB

夜間　（23～6）　６０dB

○
　事業所は地域規制基準を遵守 　(ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ） 第２種区域

・特定設置届の事前届出 　　（本社)

・特定工場、特定施設を設置している

・消防用設備等の点検と報告 ・危険物(油脂類、他） ・消防用設備等点検報告書の提出

・消防用設備等設置届・その他各種

・処分業者より許可書のコピーをもらう・委託基準：一般廃棄物収集業者の確認
・一般廃棄物（紙くず、繊維くず、木くず、生

ごみなど）

○・危険物は最大貯蔵容量未満での保管  （３年毎）

・ＳＤＳの設置と管理　　・保管物等の表示 　　（本社・土岐）

○

・委託基準：産業廃棄物収集運搬・処分業者の
（許可書の確認、契約） ・産業廃棄物（金属類・廃プラ類、

廃ガラス、廃油、木製パレット、水
銀使用製品）

更新日の確認-更新切れでないものを保管
-更新の都度新しい許可書のコピーを取り
寄せる

・保管基準　掲示60ｃｍ×60ｃｍ以上表示　飛
散・浸透防止　衛生管理

・特別管理産業廃棄物の帳簿作成

・産業廃棄物管理票交付等状況報告の提出

・マニュフェスト交付　Ｂ2・Ｄ票90日、Ｅ票180日
送付されていない場合は30日以内に知事へ報
告　Ａ，Ｂ2，Ｄ、Ｅ票保管（5年間）

・特別管理産業廃棄物管理責任者の選任
・引火性廃油

・テレビ・冷凍機 ・定められた業者へ廃却依頼

・処理業者から処理困難の通知を受けた場合、
30日以内に知事に「措置内容等報告書」による
報告

・処理状況についての確認の努力義務　　　　　　　　

・特定家庭用機器を長期間使用

・製造者の設計・部品・原材料の工夫により再
資源化費用逓減・再資源化により得られたもの

○
・洗濯機・エアコン ・家電リサイクル券の保管

・使用者が分別し再資源化を適切に実施するも
のに引き渡すように努める

・扇風機・掃除機 ・小型電子機器28品目

○
・小売販売者は消費者の適切な排出を確保す
るために協力する

・電気照明器具　他 　

・再生エネルギーの促進賦課金として、電力の
購入

・全ての従業員 ・労働安全に関する申請

○

・対象第1種特定機器　簡易点検（すべて1
回/3ヶ月）

○

○

○・有資格者による定期点検

・有資格者による定期点検　空調機
器　7.5ｋＷ以上1回/3年以上　50ｋＷ
以上1回/年以上

点検記録の保存 ・点検記録の保存（廃棄後3年間）

・対象第1種特定機器　簡易点検

○・購入品・調達品・購入先・外注先
・できる限りのの環境物品を選択するように努
める

○
・事業者の責務
・保管等の届出

・自らの責任において確実かつ適正処理

・毎年度保管及び処分の状況を県知事へ提出ＰＣＢ特措法 ・ＰＣＢ封入トランス・コンデンサ



10）　環境活動の取組み結果の評価及び次年度の取組み

　2022年度も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行により左右された年となりました。
緊急事態宣言やまん延防止等重点措置法の発令に加えて半導体不足、感染拡大による物流の
混乱は、各製造メーカーの生産ラインを停止させており依然厳しい状況に有りました。

また、ロシアのウクライナ進行は今だ続いており、世界経済にも大きな影響を与えています。
このことにより、物価は高騰し産業を支える電気・ガス・ガソリン・原材料の値上げとなり企業経営は
政府の対策なしでは厳しい状況になっております。

　当社の2022年度の取組み評価をしなければなりませんが、上記の内容により昨年同様に
弊社への受注は減少し、厳しい状況が続いており評価が難しいと考えます。
特に不良の削減項目にある廃却費の削減は未達成です。これは基準年度から30％削減とい
う大きな目標を掲げている事もありこのコロナ禍の状況では厳しいと考えます。
更に化石燃料の灯油の使用量は受注減の景況で工場間の人の移動もあり基準年との対比で
未達成となりました。軽油の使用料の増加は外注加工先の変更によりミルクランの使用が
使用ができなくなり自社配送便に切替えた事が大きく影響したと考えますが、次年度は
ミルクランの使用を再度検討しており、大きな削減ができる事を期待しています。

　次年度も厳しい１年が予想されます。
新型コロナウイルスが２類から５類に移行してもの見えない終息、ウクライナ問題による
諸物価高騰等々、様々な問題が押し寄せています。
さらに弊社が主力とする自動車業界も電気自動車への転換は加速度的に進んでおり事業変革
点が迫ってます。
2023年度の目標は基準年度をコロナ前の物から見直しました。比較基準が離れ過ぎている為です。
新たに設定した目標に向け、私たちの出来る事をスピード感を持って社員全員で取組んでいきます。

2023年度　下記の環境経営目標を定め取組みを行う
　環境負荷低減を目的として、2022年度実績を基準に2023年度から3年間の目標数値及び削減率（％）を以下の
ように維持管理する。
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項　目 目　的 単　位
基準年度

2022年実績

22年度を基準とした
目標数値及び削減率（％）

23年度 24年度 25年度

二酸化炭素排出量

＊購入電力排出係数は

購入先の2021年度実績

関西電力　0.299

中部電力　0.449

を使用

高圧電力使用量

の削減
kwh 539,720

534,323 528,926

1％削減 2％削減

化石燃料使用量

の削減

（灯油、ｶﾞｿﾘﾝ、軽油）

L

523,528

1％削減 2％削減 3％削減

低圧電力使用量

の削減
kwh 578

572 566 561

11,388
11,274 11,160 11,046

1％削減 2％削減 3％削減

3％削減

液化石油ガス（LPG）

の削減
kg 65

65 64 63

1％削減 2％削減 3％削減

二酸化炭素

排出量
kg-CO2 190,089

188,188 186,287 184,386

1％削減 2％削減 3％削減

972

1％削減 2％削減 3％削減

廃棄物
可燃、不燃ごみ

の削減
kg 2,135

2,114 2,092

原単位＝

二酸化炭素排出量

/付加価値額

原単位当りの

二酸化炭素排出量

の削減

kg-CO2

/百万円 1,002
992 982

2,071

1％削減 2％削減 3％削減

総排水量
水使用量

の削減
㎥ 474

469 465 460

1％削減 2％削減 3％削減

選別、修正費
選別、修正費用

の削減
％

本年度売上比　0.23％ -

2021年度実績 21年比　5％削減 前年比　5％削減 前年比　5％削減

廃却費
廃却費用

の削減
％

本年度売上比　0.86％

3回実施環境保全活動
工場周辺

の美化活動
回 年3回実施済み 3回実施 3回実施

-

2021年度実績 21年比　5％削減 前年比　5％削減 前年比　5％削減



11）　代表者による全体評価と見直し結果

代表取締役　　　　奥村　洋平
環境管理責任者　　 林　孝正

1.当社に関わる環境法規制及び 遵守事項の一覧で確認 最新版の状態を
　その他の要求事項遵守 維持すること
2.環境経営目標の達成状況 環境データで把握 データを把握して適切な

活動を実施すること
3.環境経営活動計画の 活動し、継続して効果 全社で目標の達成を
　実施状況と評価 を把握 目指す
4.問題点の是正及び予防処置 無し 問題があれば早期に

報告すること
5.外部からの苦情、要望等の有無 無し 問題があれば早期に
　及び訴訟の有無 報告すること
6.緊急事態の対応 避難訓練の結果、問題なし日常の予防に心掛ける

こと
7.変化している周囲の環境 自然災害の備え 毎年の避難訓練の実施

8.その他、特記事項 無し 無し

システムの有効性は有りと評価します。
取り組みの適切性は必要な項目を取り上げ、毎月集計して維持管理されていることから
良好と判断します。
選別・修正、廃却費の削減目標の結果は残念でしたが、来期は削減目標を見直ししました
ので、目標を達成できるよう、全員参加で取り組んでいきましょう。

・環境経営方針 無し

・環境経営目標 見直し有り

・環境経営活動計画 見直し有り

・実施体制 無し

代表者
報告者

実施日　2023年5月19日

インプット情報 情報内容、資料等 経営者コメント

経営者の総合コメント

変更の必要性の有無
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12）　アクセス

TEL　（0572）53-3277　　FAX　（0572）53-3278

株式会社　コーケン社
　　　　　　　　　本社工場　〒507-0801　岐阜県多治見市東町1丁目1-1

TEL　（0572）23-6717　　FAX　（0572）23-6571
E-mail　tjm111@quartz.ocn.ne.jp

　　　　　　　　　土岐工場　〒509-5122　岐阜県土岐市土岐津町土岐口字大洞1336-1
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※多治見インターより、約７分です。

弁天町 上野町
東町１

上野町

住吉町

至 可児
R２４８

東町1

㈱コーケン社

本社工場

本社入り口
Ｎ

国道１９号線至中津川

FIT-EASY

ﾋﾟｱｺﾞ

ｶｰﾏ

DUO

修道院

多治見北

高等学校

王将

ﾐﾆｽﾄｯﾌﾟ

至名古屋

ｱｺｰｾﾗﾐｯｸ

FIT-EASY

虎渓大橋

㈱ｺｰｹﾝ社
本社工場

㈱ｺｰｹﾝ社
土岐工場

駐車場

ｱｺｰｾﾗﾐｯｸ

文

吉野家

CKN『MAP』

多治見市文化会館


